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「観測の講座」という 2 種類の講座と、「風向風速計工
作」を交互に実施した。各講座・工作とも 1 回 30 分で、
昼休みを除いてほぼ 1日を通して実施し、実施回数は
各講座ともそれぞれ 2 日間で計 4 回、工作教室は計
10 回である。 
教室の内容は、急な大雨によって生じる災害や、雨

を降らせる雲についての知識、災害に備える方法を説

明するもので、気象台での観測や業務について解説

された。また、工作教室は風向風速計を作り、風を測

定する原理を理解するものであった。  
 
３３．．楽楽ししいいおお天天気気講講座座  

2011 年度より日本気象予報士会関西支部と共催

で、「楽しいお天気講座」を開催している。  
2023 年度、当館で実施したのは、以下の 5 講座で

ある。11 月 6 日以降は展示改装に伴う全館休館で講
座を実施できないことから、冬の講座を前倒しして開

催した。 
なお、5 月 8 日以降は新型コロナウイルス感染症の

感染症法上の位置付けは 5 類になったが、事前に既
に前年度を踏襲した計画を立てていたため、2023 年

度は引き続き小学 3 年生～中学 3 年生と保護者の 2
名ペアでの申し込みとし、定員は 9組（18名）で実施し
た。実施にあたって材料費、講師旅費等として、参加

者 1組につき 500円（ただし「雪の結晶を作ろう」はドラ
イアイスが必要となることから 800 円）を徴収した。 
「天気予報にチャレンジしよう」  5 月 13 日 (土 ) 
テレビなどで放映される天気予報が、どのようにして

作られているのか、気象観測の方法、天気変化のしく

みを学び、明日の天気を予想することを行う。お天気

講座の基本として、毎年実施しているテーマである。  
「いろんな雲を観察しよう」  7 月 1 日 (土 ) 
夏休みの自由研究のテーマにも可能な、雲につい

て学び、観察するという内容である。途中の工作では、

雲のパネルを作成し、実際に外での観察も実施した。

当日は高積雲と積雲の 2 種類の雲が観察できた。  
「台風の不思議」  9 月 2 日 (土 ) 
台風のしくみや災害について学び、台風の発生の

要因となる気圧について実験するというものである。こ

ちらも毎年実施しているテーマである。  
「空気の不思議な実験」  9 月 30 日 (土 ) 
気圧に関する実験を中心とした講座で、テーブルご

とに様々な気圧に関する実験を交代で行い、空気の

性質を学んだ。 
「雪の結晶を作ろう」  11 月 4 日 (土 ) 
雪が降る仕組みを解説し、「平松式ペットボトル人

工雪発生装置」により、ペットボトルに雪結晶をつくる

実験を行う講座で、毎年人気がある実験である。 

４４．．そそのの他他  
４-１．月刊「うちゅう」  

今年度の月刊「うちゅう」では、10 月号のメイン記事

として、気象庁  高層気象台の職員の方による、高層
気象観測に関する記事を掲載した。高層気象観測の

方法やその意義など、実際に観測に携わっている方

の視点で解説いただいた。  
４-２．オンライン講演  

大 阪 市 博 物 館 機 構 ト ー ク イ ベ ン ト 「 OSAKA 
MUSEUMS 学芸員 TALK&THINK」の 1 講座として、
2024 年 2 月 20 日に「天気予報と機械学習」と題した
配信を行った。内容は筆者が交付を受けている科研

費の研究内容 [1]に関連して、天気予報と機械学習の
関係の、基本的な内容を述べたものである。配信内容

は、現在でも YouTubeの OsakaMuseumsチャンネルに
て公開されている[2]。 
４-３．講演会  

大阪市博物館機構と大阪公立大学などが主催する

「ミュージアム連続講座 2023」の 1講座として、2024年
3 月 14 日に「大阪の気候と風土」と題した講演を行っ
た。講演内容は、気候から見た大阪の特徴と、それが

もたらす風土への影響を紹介したものである。 
４-４．気象に関する展示  

2018 年度の展示改装に合わせ、新たに気象の展

示コーナーを整備して運用しているが、2023 年度の展
示改装においても、引き続き気象に特化したコーナー

を設けることとした。この内容については、本研究報告

誌の展示改装報告の項目にて紹介している[3]。 
 
５５．．おおわわりりにに 

2023 年度の気象イベントは、新型コロナウイルス感

染症の感染症法上の位置付けが 5 類になったことから、
ほぼ感染拡大前の形に戻して実施することができた。

その他、常設展示や休館中の講演などでも普及活動

を行った。特に外部の気象に関連する団体の協力に

より行った講座は、内容も正確性が担保され、専門的、

実践的なものになっている。  
気象は日常生活にもかかわりが深く、気象現象の

理解の重要性は変わらない。今後も引き続き、可能な

方法で普及活動を図っていきたいと考えている。 

 

参参考考文文献献  
[1]江越  航，大阪市立科学館研究報告， 33， p1-4 
(2023) 
[2]YouTube OsakaMuseums チャンネル 
https://www.you tube .com/@osakamuseums 
[3]石坂千春、江越航、大倉宏、嘉数次人，大阪市立
科学館研究報告，34，p89-100 (2024) 
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ジュニア科学クラブ「カメラを作って写真をとろう！」実施報告 

 

吉岡 亜紀子＊，木村 友美＊，林 ゆりえ＊，林 陽一郎＊，上羽 貴大＊＊  
 

 

概 要 

 

小学５・６年生対象のジュニア科学クラブにて、厚紙と凸レンズで箱カメラを作製し、さらに、この自作カ

メラに紫外線感光紙を貼り付けて日光写真を撮影する工作ワークショップを実施した。約 20 分間の露光

の間にカメラの原理と感光紙の仕組みを解説した。誰でもスマホで簡単に写真を撮影できる現代、手作

りのカメラで時間をかけて紙に風景を写すのは却って新鮮だったようである。像の見え方や撮影の方法

に戸惑いも見られたが、参加者各自が自分で作ったカメラで現象を楽しみ、驚いていた。工作と解説は

わかりやすく、時間を短縮できるよう工夫したが、改善の余地があり、今回の実施の振り返りでは改善策

についても議論された。 

 

 

１１．．ははじじめめにに    

 小学５・６年生が対象のジュニア科学クラブで、レン

ズと厚紙でカメラを手作りし、さらにこの自作したカメラ

に紫外線感光紙を貼り付けて日光写真を撮影する工

作ワークショップを実施した。企画と準備、当日の運営、

ファシリテーションは、学芸員の助言と監督の下、大阪

市立科学館でサイエンスショーの実演を担当している

科学デモンストレーターが担った。 

 ジュニア科学クラブでもスマホを持っている参加者が

珍しくなく、クラブ活動中、慣れた様子で写真を撮影し

ていることがある。現代の小学生にとって、写真は指先

ひとつで簡単に撮影できるもので、しかも当たり前に

様々な効果を施したり、共有したりできるものである。

今回の工作教室では、参加者にとってあまりに身近な

カメラを手作りして、カメラの仕組み、特に、スクリーン

上に像を映す仕組みと、紙に像を固定する仕組みを

楽しみながら知ることを目指した。 

 今回の教室で作製したカメラは、箱カメラと呼ばれる

ことがある。材料が全てそろったキットが市販されてい

るし、自作する方法も数多く知られている［１］。 

 

２２．．構構成成   

２２．．１１   全全体体のの構構成成   

 各回の教室は次の流れで組み立てた。時間は約 50

分間であった。それぞれ「３．各セクションの詳細」にて

 
  *大阪市立科学館  科学デモンストレーター 

詳述する。 

 

（１）カメラを作ろう！  

（２）手作りカメラをのぞいてみよう！  

（３）手作りカメラで写真をとろう！（露光 20 分間）  

（４）感光紙を使ってみよう！  

（５）写真を現像しよう！  

 

２２．．２２  用用意意すするるもものの  

 露光に 20 分間確保するため、カメラを手早く完成さ

せる必要があり、科学デモンストレーターが事前に切り

抜きなどの処理を施した。また、内筒用の紙と外筒用

の紙の取り違えを防ぐために色の異なる工作用紙を準

備するなどして、参加者が混乱せず作業に集中できる

ように準備を工夫した。用意した材料と、事前に施した

処理は次の通りであった。 

 

（１）内筒用の黒の工作用紙  １枚  

 目打ちで折線を予め付けた。両面テープを貼ってお

いた。黒を内側にして折ると一辺が７cm の正方形の開

口ができる。一辺の長さは感光紙の大きさに基づいて

決めた。 

（２）外筒用の黒以外の色の工作用紙  １枚  

 目打ちで折線を予め付けた。両面テープを貼ってお

いた。内筒用と間違えないよう、黒以外の色を用意し

**大阪市立科学館  学芸員  

− 49 −



吉岡 亜紀子，木村 友美，林 ゆりえ，林 陽一郎，上羽 貴大 

- 50 - 

た。色を外側にして折ると一辺が８cmの正方形の開口

ができる。 

（３）黒の細いフェルト ２枚  

 内筒と外筒の間を埋めるフェルト。１cm 幅。両面テー

プを貼り、剥離紙をはがしやすいように、端を少し折っ

ておいた。 

（４）レンズ取り付け用の工作用紙  １枚  

 一辺８cm の正方形の周囲にのりしろを付けた。中央

に、レンズより一回り小さい大きさの穴を開けておいた。  

（５）レンズ １枚  

 扱いやすさを考えて大き目の直径 42mm のレンズを

用いた。 

（６）トレーシングペーパー １枚  

 一辺７cm の正方形の周囲にのりしろを付けた。 

（７）感光紙  ２枚  

 アーテック「コピーアートペーパー(アルミ袋入 )OT-60

用」を用いた。アルミ箔で包んだ。 

（８）感光紙の台紙  １枚  

 一辺７cm の正方形の周囲にのりしろを付けた。 

 

 

写真１ 配布した材料。 

 

 これらの他に、油性の黒ペン、セロハンテープ、チャ

ック付き透明袋を配布した。またホットプレート、紫外線

ランプ、紫外線ランプで中を照らすためのダンボール

箱を全体で３セット用意した。 

 上記の（１）～（８）は、事前の準備にかなりの時間と

手間がかかった。そのぶん、参加者の作業は、予め付

けられた折り線通りに折る、テープで貼る、といった単

純で簡単なものだけになった。工作教室としては物足

りなくなることを心配したが、実際には、参加者によっ

て進度や正確さに差が生じ、完成は時間ぎりぎりにな

った。 

 また会場の設営では、参加者全員が明るい窓に向

けた状態でカメラをのぞきこめるよう、撮影スポットを設

置した。 

 

 

写真２ 設営した撮影スポット。どのカメラも窓と窓枠

を収められるよう、窓からある程度距離を取った。  

 

３３．．各各セセククシショョンンのの詳詳細細   

３３．．１１   カカメメララをを作作るる  

 次の工程でカメラを作った。 

 

（１）内筒を作る。黒い面

を内側にして折り線で折

り曲げる。折り線通りに

正確に折らないと外筒

にはまらなくなる。 

 

（２）外筒を作る。色のつ

いた面を外側にして折り

線で折り曲げる。折線通

りに正確に折らないと内

筒がはまらなくなる。 

 

（ ３ ）内筒の外側、端か

ら５cm のところにフェルト

を２枚重ねて貼り付け

る。内筒と外筒の隙間に

光が入ることを防ぐ。 

 

（ ４ ）レンズ用台紙の色

面を上にして置き、レン

ズの平らな方を上にして

穴に被せる。レンズの周

りをテープで止め、台紙

ののりしろを折り曲げる。 

 

（５）レンズを取り付けた

台紙を外筒に貼る。 
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（６）内筒のフェルトに近

い側の端にトレーシング

ペーパーをテープで貼

る。テープがあまりはみ

出ない方がよい。 

 

（７）外筒に内筒を、トレ

ーシングペーパーが奥

になるように挿入する。

外筒に「太陽を見ては

いけません」と書いたラ

ベルを貼って、完成。 

 

３３．．２２  カカメメララををののぞぞくく  

 完成した手作りカメラを、レンズがついていない側か

らのぞきこみ、内筒を出し入れすると、どこかでピントが

合い、内筒の奥にあるトレーシングペーパーのスクリー

ンに景色がくっきり写る。上下左右が逆になって写るの

で、景色がおかしい、カメラの作り方を間違えてしまっ

たと心配する参加者が数名いた。実像と虚像について

習うのは中学１年生になってからである。 

 

 

写真３ 実際の景色と、スクリーンに写った景色。 

 

３３．．３３  撮撮影影すするる  

 次の工程で撮影した。 

 

（１）レンズを明るい窓に

向け、ピントが合うように

内筒を出し入れし、ピン

トが合ったらペンで印を

付ける。内筒を一度、抜

き取る。 

 

（２）感光紙をアルミ箔の

包みから取り出し、台紙

の工作用紙にテープで

貼る。薬剤が塗られた面

をおもてにする。 

 

（３）台紙ののりしろを折

って、トレーシングペー

パーに被せ、内筒に貼

る。感光紙は、室内の明

かりでは反応しないの

で、焦らず作業できる。 

 

（４）カメラを、ピントを合

わせたときの位置に戻

す。動かさずに 20 分間

待つ。 

 

 

写真４ 参加者が並べた撮影中のカメラ。 

 

 会場が半地下だったので露光に 20 分間を要したが、

晴れた屋外では数分でも露光しすぎになってしまう。ど

のような天候の場合にどこで何分間露光させるのが最

適であるか、様々な条件で事前に撮影を繰り返した。 

 参加者にとって、撮影工程（４）でカメラを元の位置

に戻すのが難しかったようである。なぜ元の位置に戻さ

ないといけないのか、なぜ触らずに置いておかなけれ

ばならないのかわからないまま、カメラの中が気になっ

て何度も筒を出し入れしてしまったりした参加者がいた。  

 露光を待つ間に、スクリーンに像が写る仕組みと、感

光紙の仕組みを説明した。 

 

３３．．４４  感感光光紙紙をを使使っっててみみるる  

 今回の教室で用いた感光紙は熱現像感光紙である。

熱現像感光紙の片面には２種類の薬品が塗ってある。

１つは、紫外線が当たると分解する薬品（ジアゾニウム

塩）であり、もう１つは加熱するとジアゾニウム塩と反応

する薬品（カップリング反応剤）である。感光紙におい

て、太陽の光（紫外線）が当たったところはジアゾニウ

ム塩が分解する。この後、感光紙を加熱すると、ジアゾ

ニウム塩が分解せずに残っている部分（紫外線が当た

らなかった部分）だけがカップリング反応剤と反応して

青色になる。ジアゾニウム塩が分解した部分（紫外線
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が当たった部分）は白いままである [２ ]。 

 透明な袋に感光紙を入れて、感光紙の黄色い面側

に、袋の上から黒の油性ペンで好きな絵を描いてもら

った。感光紙を袋ごとダンボール箱に入れ、箱の中を

紫外線ライトで照らした。１分経過後、感光紙を取り出

し、ホットプレートで加熱した。 

 

 

写真５ 紫外線を照射する箱。 

 

 

写真６ 袋に描いた絵と、紫外線照射および加熱後

の感光紙。 

 

３３．．５５  現現像像すするる  

 露光時間が経過したら、カメラから内筒を引き抜き、

感光紙を台紙から外して、ホットプレートで加熱した。  

 

 

写真７ 手作りカメラで撮影した写真（撮影は別日）。  

 

 各自で好きな風景の撮影に挑戦できるよう、感光紙

２枚と、撮影の仕方を説明を配布した。 

 

４４  次次回回にに向向けけててのの課課題題   

４．１  工作について 

 工作に時間がかかった。折る箇所は全て、事前に目

打ちで折り線を付けておいたが、折り線通りに正確に

きちんと折らない参加者が多かった。斜めに折ったり、

丸めてしまったりすると、内筒が外筒にはまらなくなっ

たり、レンズや感光紙の台紙を取り付けたときに隙間が

できて光が入り込んだりしてしまう。しかし、紙を折るとこ

ろまでも科学デモンストレーターが事前に処理してしま

うのは科学デモンストレーターの負担が大きくなりすぎ

るし、参加者の工作の機会が少なすぎるように思う。き

ちんと折る方法を前で実演したり、よくない折り方の場

合にどうなるかを見せたりして、よりわかりやすく、工作

が失敗しにくい進行を考える必要がある。 

 

４．２  スクリーンに像が写る仕組みについて 

 なぜスクリーンに像が写るのかの説明部分は、図解

したが、実際に大きな虫眼鏡を用いて実演して見せた

方がよかったと思う。小学５・６年生ではまだ習ってい

ないこともあり、難しいようだった。 

 

４．３  被写体について 

 会場から出られるのであれば、被写体を参加者が選

べるようにしたい。ただし、被写体が単なる窓枠でも、

現像時には参加者は待ちきれない様子でホットプレー

トを囲み、青く窓枠が現れると歓声が上がっていた。 

 

５５．．謝謝辞辞   

 ボランティアの活動を支え続けて下さっている大阪市

立科学館の皆様と、試行錯誤も失敗も準備や後片付

けもいつも楽しみながら一緒に取り組んでくれる科学

デモンストレーターの皆様に心から感謝申し上げます。  
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